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第 1 章では，嫌気性消化汚泥の微生物活性部分を TOC で代表させて，簡単かつ迅速，正確に
Biomass 量を測定する方法を考案し，本法を用いて嫌気性消化汚泥中の Biomass 量を測定し，こ
れを DNA 含量と比較した結果，両者には極めて高い相関関係があり，本法が正確な Biomass 量を
与えることを明らかにしている。














ネルギーは25~330C の範囲では 6， 800~27， 892 Cal/mol 平均16， 850 Ca l/mol，温度係数は1. 047-









:1) 手順が簡単かっ迅速，正確な TOC- Biomass 測定法を考案し，本法を用いて嫌気性消化汚泥中













比基質除去速度， Michaeli s一Menten 恒数，及びガス生成係数に及ぼす温度影響を調べ，アルレ
ニウス式の成立を検証するとともに，消化過程での活性化エネルギー及び温度係数の役割を明らか
にしている。
以上の成果は，尿尿の嫌気性消化法が活性汚泥法と同様の動力学モデルで取り扱えることを実証す
? ?ハUAせ
るもので，本論文は，尿尿の嫌気性消化法の設計，操作の動力学的合理化への端緒を与え，廃水処理
工学に寄与するところが大きい O よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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